
銀河団を用いた宇宙年齢の測定 

0    序文 

銀河団とは 50 個より多数の銀河が 1000 万光年程度の大きさの領域に密集している集団

のことである。宇宙年齢とは宇宙が誕生してからどれくらい時間が経過したのかを示す語

である。今回我々は、銀河団を用いて宇宙年齢を測定する目的で以下に挙げる三つの銀河

団について解析を行った。 
 

1    観測方法 

◇対象天体  Abell1656 （かみのけ座銀河団） 

          Abell2151  （ヘルクレス座銀河団） 

       Abell2199   

◇使用器具・ソフト   ・東京大学木曽観測所 105ｃｍシュミット望遠鏡 

                   ＋2KCCD（400 万画素 視野 50 分×50 分）     (観測) 

            ・フィルター B,V,R バンドを使用        (観測) 

・ステライメージ３          (画像処理・解析) 

 

2    解析 

 宇宙膨張論にしたがって、宇宙は一定速度で膨張し続けていると仮定した。この仮定は、

時間をさかのぼると、宇宙が誕生した時点ですべての銀河(団)が一点に集まることを指し

示す。これにより、銀河団までの距離とその銀河団の後退速度(我々から見て遠ざかる速さ)

が分かれば、銀河団が一点に集まる時点を逆算して宇宙年齢が分かるようになる。 

銀河団までの距離を求めるとき、各銀河の真の直径を仮定する必要性がある。なぜなら

ば銀河団の中には大小様々な銀河が存在するからである。そこで、銀河のそれぞれの真の

直径を、巨大銀河「５０kpc」、通常銀河｢30kpc｣、矮小銀河｢10kpc｣と仮定して計算する。 

まず、画像解析はステライメージ 3 によって行った。銀河の視角を測定し、その結果に

よって銀河の真の直径を決定した。そして銀河団を構成する銀河の真の直径(ｒ)、視角(y

´)をその銀河までの距離(Ｄ)を求める式(Ｄ＝206ｒ/y´)に代入した。これを多数の銀河

に対して行い、その結果を相加平均し銀河団までの距離を求めた。 

 次に、宇宙年齢(Ｙ)を導くために、求めた銀河団までの距離(Ｄ)と、各銀河団の後退速

度(ｖ)を次の数式(Ｙ＝Ｄ／ｖ×3×10＾7)に代入する。そして最後に、得られた三つのデ

ータを相加平均して最終的な宇宙年齢とした。 

 



3    結果 

 

 

 

 

 

 距離(Mpc) 距離より求められる宇宙年齢 

Abell1656 134.04 200 億年 

Abell2151 190.581 178 億年 

Abell2199 122 127 億年 

これらを相加平均した結果、宇宙年齢約 168 億年（誤差±31 億年）と言う値が得られた。 

 

4    考察 

結果にはある程度のばらつきがあるにはあったが、たいしたものではなかった。誤差の

範囲も考慮すると、えられた宇宙年齢は 167～199 億年である。また、ほかの研究のデータ

をここに引用しておくと、HST(ハッブル宇宙望遠鏡)が 140 億年、WMAP が 137 億年となって

いる。もっと観測する対象を増やせば誤差は減少し、これらの値に近づくものと思われる。 

 

5    結論 

 以上の結果、考察より次のことが言える。 

宇宙年齢は 168 億年(誤差±31 億年)であり、これは HST の 140 億年、WMAP の 137 億年と誤

差の範囲で一致する。 
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